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る我々に多 くの電撃な問題を凝 起している｡科学研究 はどうあるべきか,料
学者の自主性がなぜ重要か,等々の基本的な観点を今こそ掘下げ,明確にし
ながら科研硬問題に対処してゆく新たな運動を具体的に構築 してゆ く必要に
迫 られている o 科学研究の価値判断が時の単な.ろ布疎に従 穐せ られて.しま う
のか､それとも,科学の内面に即応 した研究者の自主的民主的な学問研究 と
その体制をつ くりあげ てゆ くのか- ここに科研費配分問題の太腎があり,
そして将来を荷 うべき我々若手研究者の着眼点がある｡
いま,来年度の配分方式をめ ぐって新たな事態が進行している中で,我々
が原則に もとづく遅効をより広 く,正しく発展させてゆ くため!,こl†今までの
超勤の経過を資料にもとづいてふ さ)かえってみることは極吟て重要な示唆を
与えるものと思われる｡ ここでは主 として今春以降の運動 と陪びついた資料
を掲げながら記す ことにする-oなお,日本学術会議の科学研究基本法,科学






会議には 80名をこえる全国各線の研究者が集ま り, ｢新配分方式｣に関す
る問題点,今後の蚤勤の進め方について熱心に討論 し,翌 5日にはのベ500
名の参加にノよって.今時間にわ たる白熱レた討論集会が もたれ,_アピールお よ
び 日本学術会議に対する要望か採択され,その 日の うちから政府に対する物
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究条件研究場境の整備充実は主 として政府文弼省の役 目であ り,研究計









研究費の絶対的不尽の もとで,文部省の意向をこ沿 った ｢重点配分｣は,
実際には,一研究のア'/バ ラ ンスを助長するだけであるOさらに文部省は.
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去る5月 22日, 4 5年度は 日本学術会議の推せんに よらず,審査委員
を文部省が独自に選任する.と_決定 L,l すでに特定の､研究者個人に対する
働きかけが始 っていると言われている｡ これは,学術会議を中心 とする
日本の研究者の自主的な研究体制を否定する方向であ り,学術研究の国
家統制の方向である｡ 私達はこれに強 く抗議の意を表明するO
この重大な段階に直面して,私達は,昭和 40年 12月 .16日の 日本
学術会議総会の勧告 (｢科学研究畢金十の設置など),及び科研費配分
問題に関する ｢学術会議会長 より文部大臣への申入れ｣ (42.12･20)
























l3) 文部省 5月 22日付の通知の方法に よる配分審査委思 をJ SC会員は引
きうけないこと｡















による辞任要求運動が展潤された｡樽に原子核分野の野中 到 (核研), 若
槻哲雄 (阪大),福井崇時 (名大)の三氏に対し,素粒子 ･原子核 ･宇宙線
研究者有志は ｢日東学術会議の意向を無視 して行われる配分に少数の融究者
が協力することは将来にわたって多数の研究者に蚕大な影響をもたらすこと










(1) 文部省は今歯の科研費の ｢新配分方式 ｣を撤回すること｡
(2) 昭和 45年度については従来 と同じ方式に より配分を行い,配分審査
委員の選定¢牽 いて も従来通 りJ SLCを通じて行 うこと｡
(3) 昭和 4,4･年度以降については J S,Cにはか り,その意見を尊重した配
分方式;･TLよること｡
この培晃,福井崇時氏の委員就任が拒否 され .福井民はこれに従 って辞
退 した ,3
0 野中 到 氏の場合,宇宙線グループの強い要望もあ り,そしてまた原享
核研究所の教授会が実効ある.時期までに委員就任是非の決定をすることが
出来ず -結局就任できなかった｡ (野中氏o?代 りに宮島竜興氏 (東京教育
大)が配分委員を引きうけ,宮島氏に対する辞任要求運動 も行われた)占
｡京大においても配分委員に対する辞退要求運動が続けられた,裏手グル






回 文部省- (要 旨)
① 今回の混乱の責任は文部省にある｡
㊤ 現在 とられつつある措置の撤回を要求する｡
③ J SCの提案に従 って科研費配分を行え｡
7月 18日京木物腰 学教室数垂会議議長 .副議長 よ りJ SCへ (要旨日
学等の答申を撤回させ,科研費運用を研究者の手に とりもどすために,従
来の科研費遅配 ヒの不備を是正しつつ,第 50回琴会の声明お よび申合せ直
従 って毅然 とした態度を とられるこ とを酸い,次のことを要望する?








これ らの運動は,それを通 じて科研費に対する我々の原則を貫 く姿勢が明
確にされている点で重要であり,科研費問題での運動を考える上で,今後多






① 声明 (要旨) 一 物吐若手 -
O来年度の配分旺凋しては,/J}くとも ｢J S Cが学 ･協会の意 見をもと
にしてtyL]J分委員はすべて順位をつけて推せんするO文部省は これを承認
する｡万一それを承 認 しない場合は理由を公表する｣ことを要求するo
o 今年度の不 当な配分方法に抗議 し,夏の学校に今年度分の科研費を受
け取 ることを拒否することを表明するとともに広広 く総合班研究者にも
抗議の意を表明されるよう要求す る｡ /
④ 声明 (要旨) 一 三着若手 -






③ JSCへの要望 (省略) 一 三者若手 -
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④ 物研連委員会への要望 (全文)･ ･T 物性若手 ･三者若手 一
物理学研究連絡零員会ー殴
科研費配分問題に関する要望




らわれであ ります O この従来の慣行からして,蚕大な変更を意味する新
方式に対し,学術会議は,反対の意志を表明し,この新方式のもとでは,
審査委員を推薦できないことを主張 してきました｡日本物理学会も, 5
月 2 1日の委員会議で, ｢学術会議か ら依頼のあった時にJIのみ,審査委





にもかかわ らず.貴委員会は, 4､月 '22日の会議E,･TLおいて,文部省の態
度に遺憾の意を表明しなが ら,何 らこれに対す るー具体的 な方墳をこうじ
ることな く,逆に文部省が個人的に審査委員を任命することを容認され
てお ります o 物理学会委員会の決定や,学術会議の態度虹もかかわらず ,
今年度 ,個人的に審査委員をひき受けられた方々は,潰委員会の この 申




文部省は,来年度科研費の配分 も今回の新方式で行 う旨,既に 5月22
日通達 しています ｡ 我々は∴貴委員会に対 し,今回の憂慮すべ き事態かこ
至った経過を強 く反省 し,全国の物理学研究者の総意の も-とで,科研費
運用の具体的方策を検討 し,学術会議を通 じて,その実現のために努力
ーdLl-
京大素粒子 ･原子核 ･宇宙線 ･物性各若手グノソー プ
され るよ う要望 しますOそ して今後 も,安易な妥協をすることrj:く, 冒
本の科学研究の正常な発展のために,学術会議 とともに,あ くまでも科
学者の 自主性を貫 く立場を堅持される よう,切 に要望いたします ｡
昭和 4 5年 8月
素粒子 ･原子核 ･宇宙線三者若手
⑨ 学術委員兼任の J tlSd'会員-の公開状 (全文1 - 三者若手
殿
'68.8 素粒子 ･原子核 ｡宇宙線三者若手
科学お よび技術の発展が人頬社会の福祉 ･文化の向上に果す役割は,
今 日ますます増大 しつつあ り,科学研究がその遂行の為に必 要とする費
用 ･人 員等が国の経済の中で占める役割 も急速に増大してお りますO織
って,科学研究の発展の為にそれが必要 とす る諸条件を蓬傭することは
国の重要な任務になって きてお ります O しか し,その樫 ,科学研究の健
全な発 展の不可欠な条件 として忘れ てはならないことは研究者の 自主悼
があ くまで も保障されているとい うことであります L,我が肇 に 於いては
｢科学者の総意の下に.我が国の平和的復興,人類社会の福祉 に責献 し,
世界の学会 と提携して学術の進歩に寄与す ることを使 命とし｣ (日本学
術会議法前文 )て設立ざれた 日本学術会議が,科学者の 自主的民主的精
神に基づ く,内外に対す る代表報国 として我が国の科学 と技術の発展の
為に,重要 な殺害施 果 してきました ｡
ところが,昨年来政府は文部大臣の学術的な諮問機関 として学術審議
会を設遣するな ど,我が国の学術研究体制に とっての大きな現状変更を .
行 ってお ります ｡ これは学術会議を形骸化 し,研究者の 自主性をふみに
じり,科学の 自律的発展を阻害する学術の官僚統制の もくろみ堺外の何
もので もな.い と考えられますo私 どもは学術審議会が,この一年間行 っ
てきた羊と,特紅,科学研葡 費補助金問題,素粒子研究所設立問題をみ


















術会議で十分に絵討され; ｢原子核将来計画｣の一つ として 1962年
度に学術会議か ら設立を勧告されたものであ り, 1984年以来,14年
間にわたって, 12億円に準備研究蛍が支出されてきましたO 更には,
学術会議を中心 として,日本の全体の学術将来計画が討議される中で,
｢科学研究計画第一次 5ケ年計画｣の一環 として位置づけられ, 1965





































































18日配分結果を発表 した.これに抗議 して,素粒子論 グル`ープの 2つ高給
合班は, 8月 19日 ｢今年度の文部省方式の強行に反省を'もとめ,∫ SC第
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いて, ∫ SCがこれを調査 してお く義務がある｡その結果をも知らせて
ほしい｡｣
(21 昭和 44年度に関しては, 1) ｢JSC第 50回総会の声面,嘩合せ
の完′全な支持｣ 2) ｢JSCの合意を得られない審査配分方式に対■し





的 1,5口 0名の署名が集められている｡ 9月 6日呼びふけ人一同は 44年以
降の科研費配分方針について,日本学府会議会長にあてて ｢科学研究費配分
についての基本方針は J SCが=1れを決定する｣,丁第-段お よび第二段審










ことであった ｡ 研究者の立場をすて去 ったごく少数の御用 ｢学者｣を除いて
は殆んどの研究者は多かれ少なかれ科研費問題を我々研究者自身にかかわ る
問題 として感じたであろう｡ 全国の研究者は政府文部省のや り方の不当さと
学術審議会等に代表 される学術行政の充常を事実 と道理をもって明 らかに し
ながら,曲りなりにも力を結集し,学術会議 を下から支えて問題解決の道を




を出して来ているとい うように事態は電大である｡従 って我々研究者側 とし
ても,これらの問題の木質と関連性を′全面的に明らかにし,全研究者の坤で
討議を深め,統一 した運動- と力を結襲していく外ない｡同時にこれまでの
運易を通 じてJ S C,物研達をはじめとして研究者側の体制も民主的に轟化
していくことの必要性が一層痛感されるO また,秋の段階では44年度以後
の対策 として ｢若手研究者からの手紙｣, ｢物理学全委員会議の決議 (牢/irJ:J
を多 くの研究者の中で討議 し,広め,活用することが特に蛋要であろ う｡合
葬各地の若手の奮斗を,箆j持 したいO
日東の科学研究を創造的に,正常に発展させる努力が日東のすべての科学
者たるものに課せられていることを我々はしっか り自覚 し,確信をもって進
もう｡
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